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ago, on a bright cloudless morning, death fell from the 















































































質問者 D：皆さんこんにちは。私は昭和 20 年 8 月
9日11時2分は運命の時間だと思っているんです。



























































































































  大矢正人：8 月 9 日 ボックスカーの見た長崎 
33 
私たちが特に力を入れないといけないと思います。 
もう一つ大変印象に残ったキーワードとして
「人間」。やはりこれは人間が原爆を落とした，人
間が被害を受けた。そのことを語り合って二度と
間違いを犯さないために，やはり私たちがFace To 
Faceで，人間同士で語り合って情報交換をしてい
く。そうすれば核兵器のない世界，戦争のいらな
い世界が見えてくるのではないかと，今日感じま
した。 
今日は色んな貴重な意見が出まして，また皆様
からもご意見を聞かせていただきまして，本当に
ありがとうございました。それでは上薗先生にマ
イクを渡します。 
 
上薗：3人の皆様どうもありがとうございました。
そしてご参加の皆様，どうもありがとうございま
した。 
皆様から出された課題が非常に大きくて，色々
あるなと思いました。今日はこの3人の方々に対し
てという形で今は話をしていただきましたが，そ
れは長崎総合科学大学の長崎平和文化研究所に向
けられた課題でもあると思いながら聞いておりま
した。今日のこのシンポジウムの様子はテープ起
こしをしまして，来年度の長崎平和文化研究所の
紀要という形にして出させていただきます。ちょ
っと先になりますが楽しみにお待ちいただければ
ありがたいと思います。 
今長崎平和文化研究所のやっていることの一つ
は「子どもの平和」です。平和には，「子どもにと
っての平和」が含まれるのではないかという，少
し平和概念を広げたところを扱おうと考えていま
す。 
今日の集まりでは，私としては地味かなと思い
ながら，科学研究というものを取り上げた，長崎
平和文化研究所がいわば自分たちの中でやってき
た研究を取り上げたことに対して，これだけの方
にお集まりいただいたことに心から感謝申し上げ
ます。今後とも長崎平和文化研究所をよろしくお
願いいたします。どうも本日はありがとうござい
ました。 
 最後に，うちの附属高校を定点観測という形で
ずっと，どういう平和意識を持っているかを毎年
調べています。定点観測である程度の意識の動き
がわかります。会場の後ろに置いてありますので
よろしかったらお持ち帰りください。 
それから大矢先生がお話になられたのは実は分
厚い科研報告のごく一部でして，科学研究という
ものの全体を知ろうという方は科研の報告書も置
いてありますのでどうぞお持ち帰りください。 
ありがとうございました。 
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